
職員の同居親族が新型コロナ感染症に係る濃厚接触者と判断された場合の休暇等の取扱いの変更について 

 

 新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針の中で「社会の安定の維持」の観点から、緊急事態宣言の期間中にも、企

業の活動を維持するために不可欠なサービスを提供する関係事業者の最低限の事業継続を要請されており、市役所業務もそれ

に位置付けられている。 

 ついては、本市の行政機能を維持するため、以下の点について対応マニュアルを変更するもの 

 

１ 職員の同居親族が濃厚接触者と判断された場合の対応 

  変更前  職員本人は、濃厚接触者と指定された同居親族が陰性であっても、その同居親族が保健所から健康観察期間と

して指定された期間と同じ期間、特別休暇を取得する。 

 

  変更後  職員本人は原則ＰＣＲ検査を受検し、その結果「陰性」であれば、出勤する。 

 

２ 職員が養育する子の通う保育園や小・中学校等が臨時休園又は臨時休校する場合の対応 

次の項目を追加する。 

  ⑴休園閉所等であったとしても、子の世話が不必要、別の親族等が世話をすることができる場合は、出勤することとする。 

      

⑵休園閉所等になった場合、施設において子が濃厚接触者の判断がされないとき 

    ①当該施設で子のＰＣＲ検査を実施する場合 

    →子が陰性であれば、職員は出勤可とする（職員のＰＣＲ検査は不要）。 

    ②当該施設で子のＰＣＲ検査が実施されない場合 

    →職員は同居親族全員の健康状態が良好であれば出勤可とする。 

    ただし、①の場合、検査の結果が出るまでは特別休暇を取得する。 

 



 １ 職員の同居親族が濃厚接触者と判断された場合の対応 

変更前                                       変更後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員の同居親族が濃厚接触者と判断された

場合 

職員本人 
当該職員の所属 

通常出勤 

※ ただし、発熱等風邪症状が見ら

れる場合は、出勤を自粛すること

（→１の対応へ。）。 

 

職員の同居親族（濃厚接触

者）に対して保健所等から

の外出自粛要請が 

ある ない 

職員本人の休暇等の

取扱い：特別休暇 

職員本人：通常出勤 

※ ただし、発熱等風邪症状が見

られる場合は、出勤を自粛する

こと 

陽性 

職員本人 
当該職員の所属 

職員の同居親族が濃厚接触者と判断された

場合 

ＰＣＲ検査を受検する。 

結果が出るまでの間：特別休暇 

通常出勤 

※ ただし、発熱等風邪症状が見ら

れる場合は、出勤を自粛すること

（→１の対応へ。）。 

 

職員本人：通常出勤 

※ただし、発熱等風邪症状が見られる場合

は、出勤を自粛すること。 

※ 子の世話を行う職員が当該世話を行うた

め勤務しないことがやむを得ないと認められ

る場合は、特別休暇。 

当該事由の場合で特別休暇を申請する場合

は、申出書に子の世話を必要とする状況を記

載すること。 

職員本人：職免 

陰性 



２ 職員が養育する子の通う保育園や小・中学校等が臨時休園又は臨時休校する場合の対応 

Ⅳ その他 

１ 以下の事由についても、当面の間、適用する。 

小学校、中学校、高等学校、特別支援学校等の臨時休業その他の事情により、子の世話を行う職員が当該世話を行うた

め勤務しないことがやむを得ないと認められる場合（会計年度任用職員含む。） 

   対応：特別休暇（交通遮断休暇）【有給】 

   申請方法 

    上記Ⅰ―１と同様。 

   留意事項 

    ⑴ 当該事由の適用終了日については、国及び県から通知が届き次第、改めて案内する。 

⑵ 国及び県からの今後の対応によっては、「新型コロナウイルス感染症の対応に伴う状態等申出書（以下「申出

書」という。）」の「１⑷勤務しないことがやむを得ないとなった期間」の途中に、特別休暇の扱いが打ち切られ

る場合があるため、留意すること。 

⑶ 総務省の通知により、地方公共団体は医療機関等と同様に緊急事態宣言時に事業の継続が求められる事業所に該

当すると位置付けられており、職員が養育する子は保育園や放課後児童保育室等（以下「保育園等」という。）の

利用自粛の要請がある場合又は休園や閉所等の場合でも、原則受入可能であるとの連絡を近隣自治体の保育園等所

管課から受けている。 

⑷ 各職員が保育園等と調整した結果、受入れが不可能であった場合は、特別休暇を取得できる。休園閉所等してい

ることが分かる通知のコピーを「新型コロナウイルス感染症の対応に伴う状態等申出書」と一緒に人事課に提出す

ること。 

⑸ 人事課から保育園等に確認することがあるため、当該申出書に保育園等名を記載すること。 

 

 



追加 

⑹ 休園閉所等であったとしても、子の世話が不必要又は別の親族等が世話をすることができる場合は、出勤するこ

ととする。 

⑺ 休園閉所等になった場合、施設において子が濃厚接触者の判断がされないとき 

       ① 当該施設で子がＰＣＲ検査を実施する場合 

         →子が陰性であれば、職員は出勤可とする（職員のＰＣＲ検査は不要）。 

       ② 当該施設で子のＰＣＲ検査が実施されない場合 

         →職員は同居親族全員の健康状態が良好であれば出勤可とする。 

         ただし、①の場合、検査の結果が出るまでは特別休暇を取得する。 

 

 



感染者の発生状況 

 

１ 福祉の里 

 ⑴ 感染者等の発生状況 

   給食調理の調理員が感染（調理室は施設１階） 

  ア 発症日 １月２３日（日） 

  イ 陽性判明日 １月２３日（日） 

 ⑵ 対応 

  ア 保健所に確認し、施設利用者、職員については濃厚接触者とは判定しないとのこと 

  イ ただし、陽性者同じ調理場で勤務していたもう一人の調理員については、受託業者の

判断で、１０日間の自宅待機 

  ウ １月２５日（火）の朝、調理設備・器具等を消毒 

  エ １月２５日（火）以降の給食は、陽性者となった調理員と接触履歴のない者が担当し、

提供を継続 

  オ １月２１日（金）、２２日（土）の利用者については、念のため健康観察 



第５３回 新座市新型インフルエンザ等対策本部会議 

市内保育施設等における新型コロナウイルス感染状況（1/11～1/25） 

 

■ 感染者数 

                   1 月 25 日 午後 4時 30 分現在  

 園児・児童 保育士・支援員等 累 計 

保 育 所 等 ２５人  １５人  ４０人  

放課後児童保育室 ３３人  ２人  ３５人  

 

■ 施設の対応 

 

保育所及び放課後児童保育室については、まん延防止等重点措置適用期間中の登園自粛の協力依頼をする（登園・登室状況に応じた

保育料の還付を行う）こととして、令和４年１月２４日付けで通知を送付した。 

※ 対象期間：令和４年１月２５日（火）から２月１３日（日）まで 

（今後の感染状況等により、期間を延長する可能性あり。） 

 

■ 臨時休園・休室状況（1/26 現在） 

 

公立保育園 １園 

（１月２５日に園児１人の陽性が判明したことから、濃厚接触者の特定及び施設の消毒を行うため、１月２６日は臨時休園とした。）  

放課後児童保育室 １校（５支援単位） 

（小学校の臨時休校に伴い、臨時休室とした。） 



市立小中学校における新型コロナウイルスへの感染状況（集計期間 １／１１～１／２５） 

 

○感染者数の推移（合計１６４名） 

 

 

 

 

 

○学校別感染者数（合計１６４名） 

 

 

 

 

 

○感染者の内訳 

児童 １１８ 

生徒 ３８ 

職員 ８ 

 

○臨時休業・学級閉鎖（１／２６現在） 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

    11 日 ４ 12 日 ４ 13 日 ６ 14 日 ６ 15 日 ７ 

16 日 ０ 17 日 ８ 18 日 ３ 19 日 ８ 20 日 １９ 21 日 １５ 22 日 ６ 

23 日 ２ 24 日 ６６ 25 日 １０         

Ａ校 Ｂ校 Ｃ校 Ｄ校 Ｅ校 Ｆ校 Ｇ校 Ｈ校 Ｉ校 Ｊ校 Ｋ校 Ｌ校 Ｍ校 Ｎ校 Ｏ校 Ｐ校 Ｑ校 

８ ２ ２ １７ １ ５８ １３ ２ ４ ２ ７ ０ ２ ３ １ ０ ３ 

Ｒ校 Ｓ校 Ｔ校 Ｕ校 Ｖ校 Ｗ校 

１０ ３ ６ １５ ５ ０ 

臨時休業（全校） １校 

臨時休業（学年） ３校３学年 

学級閉鎖 ４校５学級 



総務部人事課 
 

職員の新型コロナウイルス感染事例 

事例 No 陽性判明日 所 属 症状・経過 

27 令和 4年 1月 25 日㈫ 
市民生活部 

交通防犯課 

 当該職員は 1 月 23 日㈰に発熱と喉の痛みがあったため、同日

PCR 検査を受けたところ、1 月 25 日㈫に陽性であることが確認さ

れました。 

※職員は、勤務時に常時マスクを着用し、手指消毒を実施してい

ました。 

26 令和 4年 1月 22 日㈯ 
こども未来部 

保育課第一保育園 

 当該職員は 1 月 21 日㈮に発熱があったため、1 月 22 日㈯に医

療機関で PCR 検査を受けたところ、同日陽性であることが確認さ

れました。 

※職員は、勤務時に常時マスクを着用し、手指消毒を実施してい

ました。 

25 令和 4年 1月 24 日㈪ 
こども未来部 

保育課第一保育園 

当該職員は 1 月 22 日㈯に発熱と咳があったため、同日医療機

関で PCR 検査を受けたところ、1月 24 日㈪に陽性であることが確

認されました。 

※職員は、勤務時に常時マスクを着用し、手指消毒を実施してい

ました。 

24 令和 4年 1月 22 日㈯ 
こども未来部 

保育課新座保育園 

当該職員は 1 月 21 日㈮に発熱があったため、1 月 22 日㈯に医

療機関で PCR 検査を受けたところ、同日陽性であることが確認さ

れました。 

※職員は、勤務時に常時マスクを着用し、手指消毒を実施してい

ました。 

 


